
人口と世信
12月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.816人 (+53人)
[うち外国人914人]

男 65.941人(_:60人)
女 66.875人(+113人)

・世 帯 51.417世帯 (+438世帯)

※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

聞
毎月 1日・iGl日発行
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. 市内全域で接続ばこを禁止に

駅周辺の重点地区では罰則も

.みAなで楽し〈健康コくり

「心も身体も健康プランjがスタート

@ 高齢者・障害者の外出を応援

市内8事業所の送迎パスが利用可能に

子どもをはじめ歩行者な

どへの危害を防ぎ、清潔で
安全・快適な衝にするため、

条例によって、道路など公

共の場所での歩きたばこを

市内全域で禁止にしました。

特に、各駅の周辺には「禁

煙重点地区Jを定め、 7月1日からは重点地区内での違
反者に対して、 2万円以下(当面2000円)の過料を

徴収しています。

“手賀沼も、心も身体も元気なあぴこ"をテーマに、

一人ひとりが取り組む健康づくりと、それを応援する

体制づくりがスター卜しました。病気の予防に重点を

置き、市民の健康の10年後の目標値を定めています。

11月27日には「健康

フェアJを開催し、 12
月からは中高年の皆さん

の健康づくりを応援する

「健庫サポートクラブJ
が始まりました。

:明
司=回

高齢者捜舗の皆

さんが、日頃の生活の

足として、市内の病院

や自動車教習所、大学、

西部崩止センター、老

人福祉センターの送迎

パスの空席を利用できるようになりました。

「利用パスカードJの申請は11月30日現在790人。
買い物や通院、航や公共施設への突通手殿として利用

されています。 墜麗:j}jijj髄繭慢話蹴

. 腕密着型トビスを中学鮫区ごとに

県内初の I地域介護・福祉空間整備計画j

高齢になっても住みなれた地域で安Il)して暮らし続

けられるよう、中学校区を基本にした6地区の日常生

活圏域に、小規模多機能型居宅介護施設14力所、グル

ープホーム8力所など地域密着型サービス施設を整備

します。

経営主体は、社会福祉法人やNPO法人、株式会社

などさまざまで、今年から3年間で整備します。

@ 寄金・ ftll~縛らしの厄め!こ
防犯・防災、不審者情報をメールで配信

空き巣やひったくり発生な

どの防犯情報、防災情報、市

の少年センターに寄せられた

不審者情報、防災行政無線で

お知らせした情報を携帯電話

やパソコンで自動受信できる

「メール配信サービスJを開始
しました。 12月12日現在の
登録は、防犯・防災情報1420
人、不審者情報1509人、防
災行政無線情報969人です。

2005年も残りわずかとなりました。 1年を振り返り、
我課子市の10大ニュースをお知らせします。
固広報室ft7185・1269

.市高-ú~ータ@閲覧や施設予郡
公共施設にタッチパネル情報端末

簡単な操作で市のホームページを見たり、市の公共

施設の予約を申し込んだりできるタッチパネル情報端

末を、市役所、アビス夕、市民プラザ、各近隣センタ

ーなど13力所の公共施設に設置しました。
来年1月から公共施設の掴

随時予約(抽選予約のなか

った空き施設の予約)が始 ?

まり、 4月からは市民体育
館などのスポーツ施設も予

約できるようになります。

議

長

副
議
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に
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沼
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A 掛川正治氏

• 

@ 子と流ちが笑顔でゴーIl! 

筑波から我孫子まで「チャレンジ・ウオークj

5泊6日の日程で、筑波山周辺から我菰子市まで歩
いて旅をする iABIKOチャレンジ・ウオーク2005J
が8月23日から28日まで行われました。
小学校5年生から高校1年生の男女26人が4班に分

かれ、コースや宿泊場所、食事メニューなどを自分た

ちで決めながら、毎日

約10闘を歩きました。
最終日には、全員が笑

顔でゴールのアビスタ

に到着しました。

. 鮮の恐るしとを側代、

戦後60周年記念平和事業

丹 戦後60周年の節目
の年に、平和の大切さ

を市民の皆さんととも

に考えるため、平和記

念事業を行いました。

戦争資料や原爆写真

の展示、コンサー卜、中学生の広島への派遣と体験発

表、イラク問題の講演会、戦争体験者のリレートーク

など19の多彩な催しが実施され、来年3月には「平和

祈念文集Jが発行されます。

ロ
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
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長
に
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川
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氏
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副
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に
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光
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歳
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ば
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ま
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. 自然の刈きを全国!こ鮪

ジャパンバードフェスティパルに5万60∞人

日本最大の鳥の祭典

「ジャパンバードフェス

ティパル2005Jが、

11月5日.6日にアビ

ス夕、手賀沼公園、手

賀沼親水広場など6会

場で開催されました。

「人と鳥の共存Jをテーマに各会場では、講演会や子

どもたちの研究発表、バード力一ピングの作品展、参

加団体の活動紹介などさまざまなイペントカ情われ、約

5万6000人の来場者で賑わいました。

@ 市の公共随識のm ストを調査

市条例では解体時の届け出を義務付け

97のすべての市の公共施設を対象に、露出部分の吹
き付けアスペスト使用の謂査を実施。通常市民の皆さ

んが出入りする場所では、どの施設もアスペストは使

用されておらず、危険な個所はありませんでした。

一方、ロックウール(岩綿)の吹き付けの中にアス

ぺス卜が検出された市民会館電気室などの施設では除

去工事を行っており、来年2月までに完了します。

また、 12月からは市条例で、アスペスト含有建材を
使用する一定面積以上の建築物を解体する場合、市へ

の届け出を事業者に義務付け、必要な指導や勧告をで

きるようにしました。 A 渡辺光雄氏

み 線田成便利とてコもで力のなん
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施県女性センター
設さわやかちI!県民プラザ 12月28日同-1月4日嗣

流山運転免許センター
東葛飾旅券事務所

取手市総合体育館
グリーンスポーツセンター

※市民会館は工事のため、今年は12月26日聞から休館
となります。

施股名

市役所
行行政サービスセンター・ 12月29日開-1月3日ω
霊行政連絡所 ※婚姻・出生・死亡屈など

は年末年始も市役所本庁
両教育委員会 守衛室で受け付けます。

水道局

自市役所正面玄関

勢市民プラザ内
存湖北地区公民館内 12月29日開-1月4日刷

機市民図書館布佐分館内

保健センタ一
子育て支援センター

すくすく広場 12月26日開-1月4日嗣

わくわく広場 12月29日開-1月4日附
すこやか広場 12月28日同-1月4日嗣

健こどもデイルームみらい 12月30日幽-1月3日ω
康こども発達センター

福あらき園
祉身体調車害者福祉センター

12月29日開-1月3日ω
老人福祉センターつつじ荘

空西部福祉センター

高根戸福祉センター
設お休み処

消費生活センター
無料職業紹介所

0= 12月26日(月)-1月4日嗣
高年齢者職業相蔵主

クリーンセンター 12月31自国-1月3日ω
ふれあい工房 12月29日開-1月4日嗣

アビスタ

文公民館
化市民図書館・分館
よ鳥の博物館

吾市民会館※

施市民プラザ
設市民体育館

新木小学校図書室開放 12月31日曲、 1月7日曲
集近隣センター

蒜市民センター
般サポートセンター 12月26日(月)-1月4日嗣

手賀沼親水広場I水の館J12月29日開-1月3日ω
1月1日制-1月3日(月)

ウイングホール柏斎場※12月31日は通夜は不可。
※1月4日は告別式は不可。

12月29日開-1月3日ω
※相誌や検査などの日程は
広報12月1日号を参照。

12月29日開-1月3日ω

休業日救 急 病 院

まず消防署へお電話ください。症状をお聞きし、

受け入れ可能な救急病院をお知らせします。

12月29日開-1月3日ω

12月29日開-1月3日ω

所在地
取手市本郷2・1・1

休日・夜間報血病院
病院名 所在地

アピコ外科整形外科病院 我孫子264
我孫子つくし野病院 つくし野 131・1
平和台病院 布佐834・28
我孫子東手間肯院 我孫子 1851・1
我孫子聖仁会病院 湖北台4・6・1

小児.血病院
病院名

取手協同病院

休日診 癒 所
~療日 12月29日開から1月3日開

~療制目・時間

。内科・小児科・・・午前9時から 11時30分、午後1

聞から4時30分

。歯科…午前9聞から 11時30分

場所保健センター敷地内(下図参照)

措参健康保険証と診療費

固休日診療所07187・7020(診療時間内に限る)

桂ライ漏線空三竺布佐+ーー-dZ嗣湖北駅ヒ当面

ι 休録画通 保健センター

湖北台支所A

| ごみと資源を出すときは | 

12月29日開-1月9日嗣

12月29日開-1月3日ω

12月29日開-1月4日嗣

12月26日(月)-1月4日嗣

ごみを直接持ち込む楊含

一間的にごみが多量にでるときや、至急に処分

したい場合は、下表の日程でクリーンセンターに

直接持ち込むことができます。事前に分別して搬

入してください。

ただし、市で処理できないごみ(畳、タイヤ、

消火器、テレ巳エアコン、洗濯機、冷蔵庫、パ

ソコン、オートパイなど)は持ち込めません。

固クリーンセンター07187・0015

年末 年 始
29日肘・30日(到 4日同から

午前8時30分-11時午前8時30分-11時
30分・午後1時-3時 30分・午後1時-4時

ごみと資源の収集日程

年末・年始のごみと資源の収集日程は下表のとおりです。

収集日程にあわせて正しく分別して出してください。

固クリーンセンター07187・0015

地区
月・木地区 (1-3地区)
火・金地区 (4-6地区)

1地区
根戸(国道6号南側)、我孫子(1
-800番台)、根戸新田、台田、 27日例 10日ω
船戸、本町、白山、我孫子新田、緑、
若松

始
附
脳

年

5

6

年末
29日同
30日幽

家庭
ごみ

12月29日開-1月4日嗣

12月29日開-1月4日嗣

[ 漏水したときは l 

柏健康福祉センター

(相保健所)

12月29日から1月3日までの聞に、蛇口や

トイレなどで漏水が発生した場合は、施工事業者

または指定給水装置工事事業者ヘ修理を依頼して

ください。

施工事業者がわからない場合や、道路からメー

ターボックスまでの聞で漏水を発見した場合は、

水道局ヘご連絡ください。

園水道局工務課07184・0111

2地区
根戸(国道6号北側)、布施、久
寺家、つくし野、湖北台団地(3・28日同 11日同
14-22・34-40・42-49・
61-飽・ 73・87-92号棟)

3地区
我孫子。αx)-1702番台)並木巣、
寿 (2丁目 13・14番台を除く)、 30日幽 13日幽
柴崎、柴崎台、青山、青山台、南

資源青山

4地区
我孫子(1780-18∞番台)、泉、
寿 (2丁目 13・14番台)、天王台、
東我孫子、高野山、高野山新田、 29日開 12日肘
下ヶ戸、都部、都部新田、岡発戸、
岡発戸新田、湖北台(湖北台団
地を除く)

雑非
ごみ

12月29日開-1月3日ω

制圧孟匝l;[9Jg，J]~M~~~~.強』
道路上などで死んでいる飼い主不明の動物死体

a)処理を、年末年始(12月29日から 1月3日)も

受け付けます。

時間午前8時30分から午後3閏
到す君臨描雪合7188-3747(平日はc7187・

0015) 

5地区
中峠中峠台、中里、中里新田、
古戸、日秀、新木、新木野、江蔵地、26日(月) 9日胸
部、布佐、布佐平和台、布佐酉町、
布佐下新田、三河屋新田、新々 田、
相島新田、大作新田、浅間前新田

6地区
湖北台回世(1・2・4-13・2ト

28日制 11日同33・41・50-60・69-72・74
-86号棟)

粗大
4み電話で受け付け(c7181・5374)

4日捌
から

28日嗣
まで

(仮称)自治基本条例策定委員会の委員を募集競争入札参加資格申請を受け付け

任期提言蓄が作成されるまで(06年1月から9

月を目途)

開催回数任期中7固から10回程度(部会などの

設置のため回数は増える場合があります。)

報償 出席1固につき1000円

応募方法 市の「自治基本条例の基本的な考え

方J(広報あぴこ11月16日号または市のホームペ

ージを参照)についてあなたの考えや意見を800字

程度のレポートにまとめ、住所、氏名、年齢、性

別、電話番号を明記し、 06年1月10日必着で〒

270・1192市役所企画調整担当(住所省略可)ヘ郵

送または持参

因企画調整担当・肉離225

市では、 i(仮称)我諌子市自治基本条例J策定

委員会の委員を募集します。

この条例は、我孫子市のまちづくりを市民の意

思に基づいて行う「市民自治Jのルールを定める

もので、市の「自治基本条例の基本的な考え方J
をもとに条例案づくりを進めていきます。

策定委員会は、公募の市民、各種団体に所属す

る人、学識経験者、学生、市職員などで構成され

ます。

募集人員

し決定)

応募資格 市内在住・在勤・在学の方(他の審議会

などの委員に委嘱されている方はご遠慮ください)

5人(鴎多数の場合、レポートを審査

日から1月13日必着で〒270・

1192市役所管財課(住所省略

可)ヘ郵送

申請書の入手方法 市のホー

ムページ (http://www.city.
abilくo.chiba.jp)の「入札・

契約情報Jの提出要項と提出

書類をダウンロード

※ホームページからダウンロ

ードできない方を対象に、市

役所管財諜(本庁舎2階)にも

用意しています。

固管財課c7185・1695

06年度に市が発注する工事、

コンサルタン卜業務、物品購

入、業務委託などの競争入札

に参加を希望する事業者は、

次のとおり申請してください。

今回の受け付け分の有効期

間は、 06年度のみとなります。

また、 05年度、 06年度競争入

札参加資格に既に登録されて

いる事業者は、今回の申請は

必要ありません。

申請方法所定の申請書に必

要事項を記入し、 06年1月4

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校jの事業です。
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・
・
・
事
業
の
優
先
度
を
精

査
し
た
一
覧
表
(
事
業
の
優
先
度
を

さ
ら
に
絞
り
込
み
、
事
業
の
優
先
度

を
4
段
階
に
分
類
)
と
事
務
事
業
評

価
表
(
予
算
要
求
ベ
l
ス
の
も
の
)

(スズメ目ヒタキ科)

秋
が
深
ま
る
日
月
、
シ
ベ
リ
ア

や
中
国
北
部
か
ら
冬
烏
と
し
て
渡

来
し
、
農
耕
地
や
河
原
、
公
園
、

庭
な
ど
開
け
た
場
所
の
目
立
つ
と

こ
ろ
に
と
ま
る
姿
を
よ
く
見
か
け

え
き

ま
す
。
オ
ス
も
メ
ス
も
単
独
で
餌

を
捕
る
た
め
の
な
わ
ぼ
り
を
持
ち
、

木
の
実
や
虫
を
食
べ
ま
す
。
虫
を

捕
ま
え
る
時
は
、
止
ま
り
木
か
ら

地
上
を
見
張
り
、
虫
を
見
つ
け
る

と
舞
い
降
り
て
捕
ま
え
ま
す
。

翼
の
誌
が
着
物
の
紋
付
の

よ
う
に
見
え
る
の
で
「
も
ん
っ

き
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ジ
ョ
ウ
ピ
タ
キ
は
オ
レ

ン
ジ
色
の
お
腹
に
黒
い
顔
、

「
ヒ
ツ
ヒ
ツ
カ
タ
カ
タ
」
と
い

う
独
特
な
鳴
き
声
な
の
で
見
つ

け
や
す
い
烏
で
す
。

手
賀
沼
遊
歩
道
や
近
所
の
公

園
を
散
歩
す
る
と
き
っ
と
出
会

え
る
は
ず
。
出
会
え
た
ら
、
そ

っ
と
観
察
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
?

(
1
回
目
)

O
何
年
1
月
中
旬
・
・
・
事
業
採
択
案
の

一
覧
表

。
1
月
下
旬
:
・
事
業
採
択
の
一
覧
表

。
2
月
下
旬
・
・
・
事
業
採
択
し
た
事
務

事
業
評
価
表
(
最
終
決
定
額
に
合
わ

せ
た
一
覧
表
)
〈
2
回
目
)

※
一
覧
表
は
、
市
役
所
行
政
情
報
資

料
室
(
本
庁
舎
1
階
)
、
先
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

圃
企
画
調
整
担
当
官
7
1
8
5
・

1
4
2
6
 

住調周火災警報患の
設置を義務付け

来年6月1日からすべての住宅に

(既存住宅は07年10月1日までに)
に
住
宅
用
火
災
嘗
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
既
存
の
住
宅
は
市
条
例
で

仰
年
日
月
1
固
ま
で
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
り
付
け
場
所

寝
室
と
し
て
使
用
す
る
す
べ
て
の

部
屋
の
天
井
ま
た
は
壁
面
に
取
り
付

け
ま
す
。
寝
室
が
2
階
の
場
合
は
、

階
段
に
も
取
り
付
け
ま
す
。

。
天
井
の
場
A
E
-
-
-
壁
か
ら

ωm以
上

離
し
て
取
り
付
け
。
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
吹
き
出
し
口
か
ら
は
1
・
5
m
以

上
、
剰
な
ど
が
あ
る
場
合
は

ω
m以

上
離
す

。
壁
画
の
場
合
:
・
天
井
か
ら
日
仰
か

ら

m
m以
内
に
取
り
付
け

市
内
の
販
売
盾
一
覧
を
1
月
時
日

号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

火
災
普
報
器
は
、
防
災
設
備
の
取

第

9
回
景
観
賞
決
ま
る

「
景
観
賞
」

景
観
賞
は
、
ま
ち
の
景
観
に
配
慮

し
た
建
物
や
ま
ち
な
み
、
優
れ
た
自

然
環
境
、
個
人
住
宅
の
ガ
l
デ
ニ
ン

グ
な
ど
景
観
を
良
く
す
る
活
動
を
し

て
い
る
方
々
を
表
彰
し
、
良
好
な
景

観
を
保
全
、
育
成
、
創
出
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

景
観
賞
の
審
査
は
、
応
募
や
推
薦

が
寄
せ
ら
れ
た
四
件
に
つ
い
て
、
景

観
審
議
会
の
現
地
審
査
と
公
開
審
査

が
行
わ
れ
、
景
観
賞
1
件
、
景
観
住

宅
賞
1
件
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
景
観
賞
を
紹

介
す
る
写
真
を
、
来
年
1
月
日
日
開

か
ら
mm
日
制
ま
で
、
ア
ピ
ス
タ
に
展

示
し
ま
す
。

表
彰
式

・
講
演
会

場日
所時

1
月
勾
日
側
午
後
1
時
か
ら

ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

こ
れ
ま
で
火
災
嘗
報
器
は
、
学
校

や
病
院
、
庖
舗
な
ど
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
消
防
法

と
市
の
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、

侃
年
6
月
1
日
か
ら
す
べ
て
の
住
宅

は
美
し
き
こ
ち
れ
び

内

容

第

1
部
:
・
表
彰
式

第
2
部
・
・
・
関
東
の
富
士
見
1
0
0
景、

景
観
法
に
関
す
る
講
演
会
を
予
定

※
託
児
あ
り
(
電
話
で
1
月
臼
固
ま

で
に
都
市
計
画
課
へ
予
約
を
)

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
8

-R景
観
賞
黄
し
き
こ
も
れ
ぴ
(
近

隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
)

「
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
」
は
、

既
存
樹
木
や
地
形
を
最
大
限
残
し
、

協
か
す
こ
と
を
前
提
に
計
画
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
緑
豊
か
な
周
辺

環
境
と
の
連
続
性
を
保
ち
、
既
存
景

観
に
よ
く
溶
け
込
ん
だ
施
設
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
内
・
外
壁
、
デ
ッ
キ

な
ど
に
木
材
を
多
用
し
た
建
物
デ
ザ

イ
ン
も
魅
力
的
で
す
。

ま
た
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
本
格

的
に
住
民
参
加
を
取
り
入
れ
、
十
数

回
を
数
え
る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
な
が
ら
計
画
案
を
つ
く
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
住

民
が
熱
心
に
参
加
し
た
こ
と
や
、
参

加
し
た
方
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
、
現
在
も
管
理
運

営
の
主
体
と
し
て
一
生
懸
命
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た。

扱
庖
や
家
電
量
販
庖
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
価
格

は、

2
0
0
0
円
く
ら
い
の
も
の
か

ら
仕
様
や
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

購
入
の
目
安
と
し
て
、
日
本
消
防
検

定
協
会
鑑
定

(
N
S
マ
I
ク
)
や
U

L
規
格
適
合
マ
l
ク
の
つ
い
た
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
h

つ
。
市
で
は
市
内
の

取
扱
庖
を
調
査
し
、

1
月
日
日
号
の

広
報
や
市
の
ホ
I
ム
ペ
I
ジ
で
一
覧

表
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
っ

て
強
引
に
火
災
警
報
器
や
消
火
器
を

買
わ
さ
れ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

消
防
署
や
市
で
は
、
直
接
、
住
宅
用

防
災
機
器
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

圃
消
防
本
部
予
防
課
宮
7
1
8
1

.
7
7
0
2
 

小宮崎

喜重
小住
さ 宅
な 賞
野
草植
の木
小き鉢
径Eで

楽
し
む

道
路
き
わ
の
庭
全
体
に
野
草
を
植

え
、
道
行
く
人
に
季
節
の
彩
り
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
艇
や
謡
、
水
車
な

ど
の
古
道
具
を
配
す
る
こ
と
で
、
懐

か
し
い
生
活
の
面
影
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

塀
や
塩
を
設
け
ず
、
道
と
一
体
化

し
た
庭
を
介
し
て
、
近
代
的
な
住
宅

地
に
い
さ
さ
か
の
野
生
と
昭
和
期
の

我
孫
子
の
風
情
を
提
供
し
た
緑
化
の

努
力
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

あな芝の声を学脹運営巴 農業香員舎の選挙人名簿への

登録を忘れず巴 品:[学校評議員を募集

61年4月1日以前に生まれた方

@1.000m以上の農地を耕作して

いる、またはその同居の親族・配

偶者で年間おおむね60日以上耕

作に従事している方

※登費申請書が配布されなかった

方は、農業委員会事務局ヘご連絡

ください。

固農業委員会事務局・内線362

毎年1月1日は、農業委員会委

員選挙人名簿登輩の基準日です。

該当する方には、農家組合長を通

じて12月中に登載申請書を配布

しますので、必要事項を記入し、

2006年1月6日までに提出して

ください。

対象次のすべてに該当する方

①市内に住所を有する方 ②昭和

任期 2006年4月1日から2008年3月31日

開催回数年4回程度
報償会議参加、 1固につき3000円

選考方法 レポート審査

応募方法 「地域住民としてこれからの学校

を考えるJというテーマで800字程度にまとめ、
住所、氏名、年齢、性別、電話番号、希望学

校名(第1希望・第2希望)を明記し、 2月

13日必着で〒270・1166我諌子1684教育委員

会学校教育謀ヘ郵送または持参

固教育委員会学校教育諜c7185・1268

教育委員会では、学校評議員の公募委員を

募集します。

学校評議員制度は、心豊かでたくましい我

諌子の子どもを育成するために、学校運営に

ついての提言や助言をいただくものです。

学校評議員は市内のすべての小・中学校に

置かれ、保護者や地域の皆さん、有識者、公

募で選ばれた方で構成されています。ぜひ、

あなたも鴎してみませんか。

対象 ・定員 各学校区に在住の方、各学校区

2人

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)C 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)C 0120-031676 
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報
孫
子
市
の
家
計

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は、

2
0
0
4
年
度
決
算
と
2
0
0
5
年
度
上
半
期
の
収
支
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
た
。
特
に
繰
入
金
は
、
前
年
度
に

比
べ

6
1
3
・1
%
の
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
民
生

費
(
構
成
比
お
・

7
%
)
、
総
務
費

(回

・
0
%
)、
土
木
費
(
日
・
7
%
)

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
表
2
)

。
性
質
別
歳
出
の
状
況

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人
件

費
(
構
成
比
却
・

2
%
)
、
物
件
費

(出・

1
%
)
、
普
通
建
設
事
業
費

(日

・
3
%
)
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
(
表
3
)

普
通
建
設
事
業
費
が
小
・
中
学
校

の
大
規
模
改
修
や
古
利
根
沼
の
取
得
、

普
通
会
計
決
算
と
は

-ー-
全
国
一
律
の
基
準
で
集
計
し
た
会

計
で
、
我
孫
子
市
で
は
一
般
会
計
と
、

特
別
会
計
の
う
ち
手
賀
招
浄
化
事
業

特
別
会
計
と
公
共
用
地
取
得
事
業
特

別
会
計
の
3
会
計
を
合
算
し
た
も
の

で
す
。2

0
0
4
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、

歳
入
3
2
6
億
7
1
5
6万
円
、
歳

出
3
0
9
億
3
9
7
4
万
円
と
な
り
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
口
億

3
1
8
2
万
円
は
、

2
0
0
5
年
度

の
財
源
と
し
て
繰
り
越
し
ま
し
た
。

t1 怠

歳
入
(
収
入
)

第 1155号

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
凶
億
4

7
6
9万
円

(
4
・
6
%
)
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
(
表
1
)

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
は
滅
と

な
り
ま
し
た
が
、
国
の
三
位
一
体
の

改
革
に
お
け
る
国
庫
補
助
負
担
金
の

削
減
に
伴
う
税
源
移
譲
と
し
て
、
固

か
ら
所
得
譲
与
税
(
豆
島
措
置
)
が

増
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
方
議
与

税
は
前
年
度
比
侃
・

1
%
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
大
規
模
改

修
や
古
利
根
沼
の
取
得
、
天
王
台
地

区
の
排
水
対
策
な
ど
以
前
か
ら
予
定

し
て
い
た
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
や
各
種
基
金
か

ら
の
繰
入
金
や
市
債
は
増
と
な
り
ま

歳
出
(
支
出
)

歳
出
決
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
日

億
9
1
7
4
万
円

(
3
・
7
%
)
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

。
目
的
別
歳
出
の
状
況

V表 3 2004年度普通会計歳出(支出)性質別決算

区 分 支出済額構成比対前年度比

義人 件 費93億5784万円 30.2% ー0.6%

務扶助 費33億7268万円 10凱 + 16.3% 

経公 債 費26億7821万円 8.7% ー1.1%

常 債(小計)154億0873万円 49.8% + 2.6% 

的物 件 費56億0048万円 18.1% 

維持補修費 3億2361万円 1.0%

経補助費等15億7773万円

.経常的貸付金等 1億2530万円

経常的繰出金 18億4200万円

( 小 計 ) 248億7785万円 80.4%

積 立 金 2億1804万円 0.7%ー74.0%

掛・出資貸付金(観的なものを除<l 8329万円 0.3% 

繰出金(経常的なものを除く)10億2748万円 3.3% 

護普通建盤事業費47億お08万円 15.3%+ 45.2% 
的

詰(

一0.9%

+4.4% 

-1.0% 

+0.0% 

5.1% 

0.4% 

経

天
王
台
地
区
(
泉
・
並
木
地
区
)
の

排
水
対
策
な
ど
以
前
か
ら
予
定
し
て

い
た
事
業
が
重
な
っ
た
た
め
大
幅
に

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
扶
助
費
は
、
児
童
手
当
の
支

給
対
象
の
拡
大
や
障
害
者
支
捜
費
制

6.0% + 10.2% 

+2.1% 

-1.2% 

-20.2% 

まの度
し支の
た持咽 3問
。増用

主主省

どの
に増
よ力日

品主
額活
と 保
な 護
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V表 1 2004年度普通会計歳入(収入)決算

区分 内 容 収入済額構成比

市 税市の収入の中心で、市民税、固定資産税、軽自動車税などがあります 167億6768万円 51.3%
地方議与税本姉税となる税源をいったん国税として置収し、市などに鵬します 5億邸59万円 1.8% 
利子割交付金預金などの利子所得の観税に対する交付金です 1億4542万円 0.4% 
地方消費税交付金消費税の1%分が県税として徴収され、 2分の1相当額カ?交付されます 10億3185万円 3.2% 
地方特例交付金恒久的減税による市税の減収績の喝を補てんするために交付されます 7億7叩3万円 2.4% 
自動車取得続交付金道路関係費用に充てる財源として県から交付されます 2億5620万円 0.8% 
その他交付金ゴル7場棚混交通安全機、配甥、制報踊欄の各交付金の舗です 1億3453万円 0.4% 
地方交付税地方自治体の財源として、固が使い方を特定せずに交付します 12億8067万円 3.9% 
分担金・負担金特定の事業により利益を蜜ける団体や個人から徴収します 2億5629万円 0.8% 
使用料・手数料市晴樹lJ用や行政サービスに対する料金として徴収します 7億8146万円 2.4% 
固・県支出金固や県から特定の事業を実施するために交付されます 33億1824万円 10.1% 
繰 入 金聾力的な資金軍用を行うため、基金や特別会計から繰り入れます 16億4470万円 5.0% 
繰 越 金前年度の決算で生じた剰余金のうち、笈氾4年度の蟻入になるものです 13億7587万円 4.2% 
市 債市の事業や財政運営のために固や金融緩関から借り入れる資金です 40億0300万円 12.3%
そ の 他財産収入、寄付金、鰭収入の合計です 3億1623万円 1.0% 
合 計 326億7156万円 100.0%

V表2 2004年度普通会計歳出(支出)目的別決算

区分 内 容 支出済額構成比

議 会 費議会の酒jに要する舗で、棋の糊噌会事務に倭われます 3億6480万円 1.2% 
総 務 費市の管理的経費と、鴎セント、交通対策など他に区分できなL、舗です 55億6379万円 18.0%
民 生 費高齢者や障害者、児童など祉会措祉の経費です 82億5035万円 26.7%
衛 生 費病気予防のための各種検診、環境対策、ごみ処理などに倭われます 30億7837万円 10.0%
労 働 費普通会計決算上だけの分頚で失業対策や雇用促進などに倭われます 7699万円 0.2% 
農林水産業費地産地消の推進など厳業援興や厳業委員会の運営に使われます 2億9034万円 0.9% 
商 工 費商業紅葉の殿、観光職、消費生活の時などに使われます 2憶8495万円 0.9% 
土 木 費道路や公園の整備、排水対策など快進なまちづくりに倭われます 48億6916万円 15.7%
消 防 費防火や救急業務など市民生活の安全を守るために使われます 15億2980万円 4.9% 
教 育 費小・中学校の軍営や社会教育事業、図書館などの経費です 39億5129万円 12.8%
公 債 費市債として借りた資金に利子を付けて返済するものです 26億7990万円 8.7% 
合 計 3ω億3974万円 100.0%

領ち
基金

⑧ 
@ 

土地
市が所有する

財?産
134万976m

) 47億3308万円 15.3%+ 45.2% 

占与
ロ

[用語の解説]
※経常的経費…年々持続して固定的に支出される経費
※義務的経費…支出が義務づけられた経費
※扶助費…社会保障制度の一環として法令等に基づき支出する経費
(児盆手当、児童扶養手当、生活保護費など)

※補助費等…補助金や負担金、報償費、公課費などの経費
※普通建設事業費…道路、公園、公共施設の新・場設等の建
設事業に要する経費

+3.7% 309億3974万円 1∞.0%
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普
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決
算
を
も
と
に
、
財
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を
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析
す
る
各
種
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標
を
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す
る
と
、
表
4
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と
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で
す
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市
民
の
負
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市
民
の
皆
さ
ん
の
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負
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況
は
、
次
の
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お
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で
す
。

円

市民一人あたり

& 
12万6537円

" 人口・世帯数は2005年3月31日
現在(外国人登録者を含む)

一世帯あたり

財政力指

経常収支比

公債費負担比

起債制限比

将来債務比

[用語の解説]
※財政力指数…地方公共団体の財政カを示す指数。 1に近いほど財
源に余裕があり、1を超えると固から普通交付税が交付されない。

※経常収支比率…財政権造の弾力性を測定する比率。 100%に近い
ほど財政の弾力性はなくなります。

※公債費負担比率…地方債(市債)の償還・利払いに充てられた一般
財源の割合。 15%を超えると黄色信号とされている。

※起債制限比率…地方債(市債)の許可制限に関する指標で、 20%を
超えると一定の地方債(市債)の許可が受けられない。

※将来債務比率…地方債・債務負担行為の返済の一般財源の標準規
模に対する割合。数値が大きいほど財政が硬直化する危険性が高
いといわれる。

2004年度
束事6市平均

0.878 

釦 .6%

13.2% 

10.0% 

198.1 % 

2004年度

O.釦9

94.8% 

10.3% 

7.4% 

145.8% 

数

率

率

率

率

財政指標

分区

V表4
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

手
賞
沼
浄
化
事
業
特
別
会
計
と
公

共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
は
、
普

通
会
計
決
算
と
し
て
一
般
会
計
と
合

算
し
て
い
ま
す
が
、
残
る
5
つ
の
特

別
会
計
の
決
算
は
表
5
の
と
お
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で

す。
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
市

債
残
高
は
1
5
5
億
3
5
4
8
万
円

で
す
。

2004年度特別会計決算

収入済額支出済額

国民健康保険事業 90億6607万円 90億1090万円

健73億1878万円 72億釦86万円

険42億8341万円 42億3961万円

公共下水道事業 32億8580万円 29億3566万円

分

保

保

V表5

区

人

鍾

老

介

水
道
事
業
許
は
、
公
営
企
業
と

し
て
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す。
2
0
0
4年
度
の
給
水
戸
数
は
4

万
7
4
5
9
戸
で
、
給
水
量
は
1
3

4
4万
2
6
5
7
d
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
債
の
ひ
と
つ
で
あ
る

水
道
企
業
債
現
在
高
は
お
億
3
9
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2
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
決
算
は
表
6
の
と
お

り
で
す
。

V表6

内訳

水道事業
水道事業経営に収 益 28億3554万円

係わる収支水道事業
費 用 26億1384万円

水道施置の収 入 2億1163万円
建置に係わる
収 支支出 9億5608万円

※決算額は消費税込みの金額です。

2004年度水道事業決算

決 算 額分区

1989万円

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp

9082万円封自区画整理事業

。 は「あぴこ楽校Jの事業です。



.. 
t1 事(5) 2005.12.16 第 1155号

2
0
0
5
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
ロ
・
7

%
減
の
3
0
6
億
3
4
0
0
万
円
で

す
が
、
そ
の
後
、
9
月
の
定
例
市
議

会
で
2
億
6
3
0
0
万
円
の
増
額
補

正
を
行
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、
3
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な
り
ま
し
た
。

9
月
定
例
市
議
会
で
の
補
正
予
算

の
主
な
内
容
は
、
歳
入
は
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
が
当
初
見
込
み
額
を

超
え
た
た
め
7
億
2
6
1
8
万
円
な

ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

一
方
、
当
初
予
算
で
財
源
と
し
て

パー卜・家賃収入
(使用料、手数料、分担金など)

1万閃78円(3.2%)

雑収入
(諸収入、寄付金など)
3162円 (1.0%)

2004年度の普通会計決算額を 10万分の1で割り、

1力月の家庭の家計簿のよう巴まとめてみましだ。

2004年度決算を
家庭の家計簿に例えると

収入(総額32万6716円)

互助会からの配当金
(地方交付税)

1万2807円(3.9%)
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ま
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上
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(
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年
4
月
5
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月
)
の
収

般

-ー-

親戚などからの仕送り
(固・県支出金など)

6万0318円(18.4%) 

給料や預金の引き出しなどを自主財源といい、ロー

ンの借り入れや仕送りを依存財瀬といいます。自主財

源の割合が高い方が、やりくりがしやすくなります。
我孫子市ではおおむね65%が自主財瀬、 35%が依存
財瀬になっています。

車や住宅の購入(市では道路や学校の建設)などの

一度に多額の資金を必要とするものに使うお金の借り
入れは、今後の給料などで返済するものですが、景気

の低迷や高齢社会の影響で給料や仕送りが減っている

ため、これからも計画的で効率的な生活設計を行って

いく必要があります。

生活費や医療費・学費などの割合が高いと、お金が

急に必要なときに困りますし、余裕のある生活が送れ

なくなります。日本経済が低成長になったことや高齢

社会の影響で、義務的経費が年々 増えてきています。

市民サービスを充実させ、地域を活性化させるため

に真に必要な事業は何かを考え、市が使えるお金の中

でやりくりしていく必要があります。
なお、収入と支出の差額1万7319円は翌月(翌年)

ヘ繰り越します。

支出(総額30万9397円)
車・住宅ローンの返済

(公債費)
2万6782円(8.7%)

車・住宅ローンの
今り入れ
市債)

4万0030円(12.3%)

-Rハバi
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品
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用
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6

ー

1

門口
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U

家の増改築、車の情入
(普通建設事業費)

4万7331円(15.3%)

医療費、学費など
(扶助費)

3万3727円(10.9%)

上半期に行った
主な事業の執行状況
。自治会集会所整備事業等

補助..1593万円

。私立保育園施設整備に対

する補助(繰越分)…75

00万円
。道路維持補修工事..1億

1869万円
。湖北駅北口の整備(繰越

も含む)…6145万円

。並木地区の排水路改修工

事..5880万円

。我孫子町前・北口土地区画

整理の推進..4423万円
。布佐地区暫定浸水対策工

事..1512万円
。小学校校舎(我頚子第一

小学校・根戸小学校)大

規模改造…1億4082万円
。小-中学校施設維持改善

工事..2407万円
。一般開放に伴う我諌子第

三小学校プール改修工事

…929万円

支
状
況
は
表
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施
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右
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と
お
り
で
す
。

2
7
0
万
円
の
借
り
替
え
を
実
施
。

9
月

2
街
市
議
会
で
は
、
前
年
度

繰
越
金
の
確
定
に
伴
λ
換
越
金
の
増

額
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
減

額
な
ど
の
調
整
で
3
1
2
7
万
円
増

額
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
は
前
年
度
繰

越
金
を
2
2
9
2
万
円
増
額
し
、
予

備
費
な
ど
で
調
整
し
ま
し
た
。

別

ム一
A

計

特公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

固
か
ら
過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の

一
部
を
低
金
利
の
市
債
に
借
り
替
え

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
7
月
に
急
き
ょ
専
決
処
分
で
8

V表7 2005年度上半期一般会計収支状況
歳入(収入)

区分 予算額 収入済額

市 税 164億7088万円 85億4515万円

地方議与税 8億2200万円 3億2田6万円

利子割交付金 1億20∞万円 4642万円

地方消費税交付金 10億切00万円 5億2690万円

地方特例交付金 7健制36万円 7億6436万円

その他の交付金 3億8900万円 1億2735万円

地方交付税 12億2222万円 8億2028万円

分担金 ・負担金 4億5911万円 1億97印万円

使用料 ・手数料 5億3003万円 2億5∞1万円

固・県支出金 32億6580万円 7億0229万円

繰入金 5億1326万円 倒4万円

繰 越 金 12億5218万円 12億5218万円

市 債 37億4760万円 O円

そ の 他 2億9056万円 9818万円

合 計 308億9700万円 136億6652万円

※同州自交付金Jはゴルフ場利用税、自動車取得税、交通
安全対策、配当割、繰鵡譲渡所得制の各交付金の合計。

※片側削 11財産収入、寄付金、話収入の合計。

歳出(支出)

区分 予算額

議 会費 3億6768万円

総 務費 60億2791万円

民生費 83億5566万円

衛生費 29億0674万円

農林水産業費 3億1458万円

高 工費 2億8584万円

土 木賞 41億9285万円

消 防費 15億1029万円

教 育費 42億2733万円

公 償責 25億8377万円

予 備費 1億2435万円

合 計 308億9700万円 131億3221万円

支出済額

1億8544万円

20億9197万円

46億5413万円

10億8899万円

1億1212万円

1億9999万円

11億35臼万円

7億0815万円

16億85閃万円

12億7076万円

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
で

前
年
度
繰
越
金
を
3
8
8
0
万
円
増

額
し
、
歳
出
で
は
介
護
保
険
法
の
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部
改
正
に
伴
い
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
を
減
額
し
、
介
護
特
定
入
所
者
介

支 出 済額

41億8155万円

31億2787万円

18健郎30万円

9億2340万円

1023万円

909万円

2767万円

V表8 2005年度上半期特別会計収支状況

区分 予算額収入済額

国民健康保険事業 95億8100万円 40億2271万円

老人保健 69億6192万円 33億8937万円

介謹保険 45億2780万円 19億6991万円

公共下水道事業 33億1397万円 10億8782万円

手賀沼浄化事業 1億2630万円 5693万円

土地区画整理事業 7700万円 7179万円

公共用地取得事業 5520万円 2767万円

護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
を
増
額
し
ま
し

た。
上
半
期
の
収
支
状
況
は
表
8
の
と

お
り
で
す
。

水

道

事

業

会

計

2
0
0
5
年
9
月
末
現
在
の
給
水

人
口
は
ロ
万
5
8
2
1
人
で
、
水
道

普
及
率
は
釘
・
4
%
(
0
・
8
%
増
)

で
す
。給

水
量
6
7
3
万
8
6
1
d
の
う

ち
料
金
収
入
の
あ
っ
た
水
量
は
6
3

6
万
8
1
7
0
d
で
、
そ
の
割
合
は

鈍
・
6
%
(
1
・
4
%
増
)
で
す
。

水
道
施
設
の
建
設
に
係
わ
る
資
本

的
支
出
の
主
な
も
の
は
、
企
業
債
の

償
還
元
金
で
す
。
上
半
期
の
収
支
状

況
は
、
表
9
の
と
お
り
で
す
。

2005年度上半期水道事業会計収支状況

予算額執行済額

水遣事業経営に水道事業収益 27億ω96万円 14億お91万円

係わる収支水道事業費用 27億1287万円 9億3518万円

分区

V表9

水道範置の収
建設に係わる
収 支支 出 8億9156万円 2億羽田万円

※予算額と執行済額は消費税込みの金額です。

11車5筑旧万円 1t車協39万円入

ゴミの不法投棄はやめましょう
@年末E増加する不法投票
全国各地でごみの不法投棄が大きな社

会問題になっています。

市内でも、年末は特に、山林や農地、

河JII敷への不法糠が懸念されます。
市では、日中はもとより、夜間のパト

ロールも強化し、不法投棄やポイ捨て防

止に努めます。

。不法投棄を見かけc5クリ-')セ')9-へ
もし、不法投棄を発見した場合は、ク

リーンセンターへお知らせください。

私たちのまちを清潔で快適な環境にす

るため、皆さん一人ひとりのご協力をお

願いします。

固クリーンセンターft7187・0015

2つの特区が認定されました
「我孫子市福祉運送セタン特区J
介護を必要とするお年寄りや障害のある方などの移送サービ

ス(買い物や通院レジャーなど)は、 NPOなどの非営利法

人の福祉車両(車いす用リフトなどを設置した車)で行います

が、セダン型の一般車両も使用できるようになります。

圏実通整備謀・肉親297

「我孫子市認知症高齢者グループホーム短期利用事業特区J
認知症高齢者グループホームの短期利用(ショートステイ)は、

介護保険制度上認められていませんでしたが、グループホームの

入所定員に空きカセ発生した場合は短期利用できるようになります。

利用できる施設 グループホームあらきのお家(新木)、グルー

プホームワカパあぴこ(下ヶ戸)、グループホームじょんから

(布佐)、グjレープホームヴィスタリオ媒崎)

固介護支援謀・内線411

新たに私道を提供された方へ

固定資産税が軽減されます
土地を私道として利用している場合、その幅員や利用形態

により固定資産税が軽減されますので申告してください。

ただし、敷地内の通路や、敷地延長部分は除きます。

軽減される私道の要件 。公道から公道に通り抜けできる私

道 O建築基準法により、公道から後退(セットパック)し

た土地 O袋小路の場合は幅員が4m以上で、そこを通らな

ければ公道に出られない家屋が2戸以上あり、通行制限をし

ていないもの

該当者 現に私道として利用されている土地の所有者

申告方法 申告書(諜様相こ用意)に必要事項を明記し、私

道の所在と面積のわかる書類または測量図を添付して提出

申告期限いずれも2006年1月20日

税額軽減時期 2006年度課税分から
提出先・固諜結集・内縁339

ζ剃踊ceeぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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備
級
窓
辺
孝

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

ア
ビ
イ
ク
オ
I
レ
新
春
特
別
イ
ベ
ン
ト

な
つ
か
し
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
展

日
ロ
月
却
日
同
i
何
年
1
月
6
日
働

叩
時

sm時
(
最
終
日
は
日
時
ま
で
)

所
ア
ピ
イ
ホ
l
ル
費
無
料

圃
ア

ピ
イ
ク
オ
l
レ
宮
7
1
8
2
・
1
3

5
1
 

歳
末
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

.. -
日
ロ
月
お
日
鯛
ロ
時
5
日
即
時
(
予
定
)

所
ア
ピ
イ
ホ
l
ル

内
合
唱
(
我
孫

子
第
一
小
学
校
)
、
津
軽
三
味
線
、

落
語
、
踊
り
、
血
圧
測
定
ほ
か
費

5
0
0
円
(
空
く
じ
な
し
の
福
引
き

っ
き
)

圃
我
孫
子
商
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
宮
7
1
8
5
・
5
1
1
7

(
側
・
附
・
凶
閣
の
み
)

" 
怠

湖
北
台
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
ロ
月
M
日
回
目
時
却
分
開
演

所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
タ
ン
ゴ

と
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
ク
リ
ス
マ
ス

曲

目
真
珠
採
り
の
タ
ン
ゴ
、
枯
葉
、
聞

か
せ
て
よ
愛
の
一
言
葉
を
、
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
ほ
か

出
石
井
慶
子
さ
ん

(
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
)
、
ヴ
ィ
ヴ
ア

・
マ
ン
ド
リ
1
ノ
費
無
料

圃
湖

北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
宮
7

1
8
7
・
1
1
2
2

第 1155号

穆
加
し
て
み
ま
世
ん
か

ヨ

地
域
福
祉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

E

公
開
講
演
会

日
ロ
月
幻
日
制
日
時
1
日
時
初
分

日
・
:
日
時

所
・・・場所

所
ア
ビ
ス
タ

内
少
子
高
齢
社
会
を

自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
れ
る

よ
う
考
え
て
み
る
講
師
:・
川
廷
宗

之
さ
ん
(
大
喪
女
子
大
学
教
授
)

対
当
日
先
着
mw
入

費

無

料

圃
我

孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8
2
・
0

5
1
1
m
7
1
6
5
・
6
0
8
8

鳥
の
博
物
館
市
民
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト
3

3
木
の
実
で
工
作
し
よ
う
3

日
ロ
月
M
日
回
目
時

sロ
時
、
日
時

1
日
時

所
烏
の
博
物
館

内
木
の

実
や
枝
な
ど
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス

ら
し
い
烏
な
ど
の
動
物
を
作
る

対

小
学
生
以
上
費
無
料
(
た
だ
し
入

館
料
が
か
か
り
ま
す
。
小
・
中
学
生

は
無
料
)

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1

8
5
・
2
2
1
2

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室

目
白∞年
1
月
幻
日
回
目
時

S
U時
加

分

所
流
山
市
文
化
会
館

内
①
講

義
・:
犬
の
し
つ
け
の
意
義
、
ピ
デ
オ

に
よ
る
犬
の
し
つ
け
方
の
学
習
②
実

技
:
・モ
デ
ル
犬
に
よ
る
実
演
と
実
習

対
日
人
(
最
小
実
施
人
数
お
人
)

費
2
5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
、
傷
害

保
険
料
含
む
)
主
制
動
物
保
護
管

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

出
・
:
出
席
者

・
出
演
者 理

協
会

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
「犬

の
し
つ
け
方
教
室
受
講
希
望
」
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
犬
飼
養
の

有
無
(
有
り
の
場
合
は
犬
種
、
年
齢
、

性
別
)
、
相
談
し
た
い
内
容
、
返
信

面
の
あ
て
先
を
明
記
し
、

1
月
4
日

必
着
で一
T
2
7
7
1
0
0
0
5
柏
市

柏
2
5
5
千
葉
県
相
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
(
柏
保
健
所
)
健
康
生
活
支
援

謀
宮
7
1
6
7
・
1
2
5
5

※
飼
い
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
で
と
も
に
生
き
る
た
め
に

s私
た
ち
の
生
活
と
障
害
者
自
立
支
援
法

日
侃
年
1
月
辺
日
冊
目
時
却
分
i
M

時
初
分

所
市
民
会
館

内
今
後
の

障
害
者
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

に
つ
い
て
。
講
師
:・
大
塚
晃
さ
ん
(
厚

生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健

福
祉
部
企
画
課
障
害
福
祉
専
門
官
)

和
太
鼓
演
奏
、
率
い
す
ダ
ン
ス
費

無
料

圃
生
活
支
援
謀
・
内
線
3
8

4
 

※
手
話
通
訳
あ
り
。

小
学
生
5
大
人
の
た
め
の

冬
休
み
・

春
休
み
海
外
派
遣

派
遣
先
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
グ

ア
ム
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

内
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修

な
ど

対
小
学
校
3
年
生
以
上
費

四
万
1
お
万
円

圃
側
国
際
背
少
年

研
修
協
会
〒
1
6
0
1
0
0
0
4
新

宿
区
四
谷
2
の
日
大
村
ピ
ル
3
階
告

白
・

3
3
5
9
・
8
4
2
1

中
高
年
の
た
め
の

ス
キ
l
教
室

日
侃
年
1
月
お
日
同
夜
出
発

s
m日

制

所
山
形
県
蔵
王
温
泉
ス
キ
l
場

対
中
高
年
、
先
着

ω入
費

3
万
2

0
0
0
円
(
リ
フ
ト
券
、
昼
食
別
途
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

1
月
日

日
必
着
で
〒
2
7
o
l
l
l
2
1
中

峠
1
7
0
5
の
担
大
内
一
直
宮
7
1

4
9
・
5
2
3
6

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

お
正
月
を
飾
ろ
う

「
生
け
花
講
習
会
」

日
ロ
月
お
日
制
日
時
i
M時

所
湖

北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
講
師
折
居
藤

子
さ
ん

対
先
着
目
人
費
1
5
0

0
円
(
花
代
)

申
電
話
で
連
絡
後
、

花
代
を
添
え
て
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

圃
湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

E
7
1
8
7
・
1
1
2
2

ぼ
し
ゅ
う

2
等
陸
・
海
・
空
士
自
衛
官

対
日
歳

smm歳
の
方

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
自
衛

隊
柏
募
集
案
内
所
宮
7
1
6
3
・
6

8
8
4
へ。

市
の
嘱
託
職
員

勤
務
場
所
市
役
所
介
護
支
援
課

応

募
資
格
保
健
師
、
看
護
町
社
会
福

祉
士
い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る
方
で
、

自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
持
し
て
い

る
方

採
用
人
数
1
人

雇

用
期
間

ω年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
(
更
新

あ
り
)
、
月
日
日
勤
務

報
酬
月
額

口
万
6
0
0
0
円
(
通
勤
宇
当
別
途

支
給
)

選
考
方
法
書
類
審
査
と
面

接
(
侃
年
1
月
お
日
開
予
定
)

応

募
方
法
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
縦
必
醐
×
横
お
酬
の
写
真
(
上

半
身
無
帽
で
3
カ
月
以
内
に
撮
影
)

を
服
悦
し
、
資
格
証
写
し
と

「介
護

保
険
制
度
」
ま
た
は

「介
護
予
防
」

を
テ
l
マ
と
し
た
レ
ポ
ー
ト

(
8
0

0
字
以
内
)
を
侃
年
1
月
日
日
ロ
時

ま
で
に
介
護
支
援
課
へ
本
人
が
直
接

持
委
(
出
・
側
、
細
除
く
)

圃
介

護
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

お
し
ら
せ

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
ロ
月
幻
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

開
会
予
定
時
間
前
に
傍
聴
者
名
簿
に

必
要
事
墳
を
記
入
し
、
担
当
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員

会
総
務
課
雪
''
1
8
5
・
1
1
1
0

耐
震
相
談
・
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

日
侃
年
1
月
お
日
出
・

2
月
M
A

日
働

・
3
月
お
日
個

所
市
役
所
分
館
大

会
議
室

内
1
9
8
1
年
(
昭
和
田

年
)
5
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

住
宅
(
在
来
軸
組
構
法
・

2
×
4
工

法
)
を
対
象
に
、
建
築
士
が
会
場
内

に
て
相
談
・
診
断
を
行
い
ま
す

対

1
日
あ
た
り
約
お
組
を
予
定

(
1
組

ω分
)
費
無
料

持
確
認
申
請
図

書
、
写
真
な
ど

申
・
圃
電
話
で
住

宅
課
・
内
線
5
6
0

都
市
計
画
審
議
会
の
公
開

都
市
計
画
審
議
会
を
公
開
し
ま
す
。

日
ロ
月
お
日
冊
目
時
加
分
1

所
議

事
堂
第
2
委
員
会
室
(
市
役
所
隣
り
)

輯
題
①
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て

②
高
度
地
区
の
変
更
に
つ
い
て
③
地

区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
(
高
野
山

東
地
区
)
④
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

に
つ
い
て

対
当
日
先
着
目
人

圃

都
市
計
画
課
・
内
線
5
9
3

っ
く
し
野
病
院
小
児
外
来
閉
鎖

我
孫
子
つ
く
し
野
病
院
で
は
、
何

年
ロ
月
末
で
小
児
科
が
閉
鎖
と
な
り

ま
す
。
侃
年
1
月
以
降
は
、
つ
く
し

野
病
院
で
は
、
小
児
の
予
防
接
種
や

診
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1

1
2
6
 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
の
実
態
を

日
ロ
月
お
日
何
回
時
初
分
予
定

(
議
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

持
・
:
持
参

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

定
例
教
育
委
員
会

毎
年
ロ
月
担
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
経
済
動
向
を
把
握

す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
総
務
課
・
内
線
2
2
9

償
却
資
産
の
申
告
を

侃
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
所

有
す
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

何
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方
(
何
年

度
中
に
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た

方
を
含
む
)
に
は
、
申
告
書
を
ロ
月

時
日
に
発
送
し
ま
す
。

申
告
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
な
ど

不
明
な
点
は
、
課
税
課
家
屋
調
査
担

当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主

婦

問

侃
年
1
月
4
日
制
込
日

ω
申
告
書
提
出
先
・
圃
課
税
課
・

内
線
3
3
7

児
童
虐
待
相
談
の

M
時
間
受
け
付
け
開
始

県
で
は
、
中
央
児
童
相
談
所
で
の

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
の
M
時
間

3
6
5
日
受
け
付
け
を
日
月
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

相
談
窓
口
子
ど
も
家
庭
1
1
0番
(
中

央
児
童
相
談
所
内
)
宮
0
4
3
・
2

5
2
・
1
1
5
2
(
M時
間
・

3
6

5
日
受
け
付
け
)

住
所
千
葉
市
稲

毛
区
天
台
1
の
叩
の
3

※
側
i
凶閣の
9
時
i
U時
は
、
各
児

童
相
談
所
で
も
児
童
虐
待
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

圃
子
ど
も
課
・
内
線
4
0
8

年
末
調
整
個
別
指
導
会

日
・
所
侃
年
1
月
5
日
同
・
湖
北
台

近
隣
セ
ン
タ
ー
、

1
月
6
日
働
・
布

佐
三
丁
目
集
会
所
、

1
月
日
日

ω

中
峠
上
背
年
館
、
い
ず
れ
も
日
時
1

日
時
却
分
費
無
料

圃
我
孫
子
市

商
工
会
宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

ザ
i'"乗る人に飲ませるあなたも犯罪者'" '"暗閣の命が光る

"'Jをスローガンに、 12月31日まで突通事故防止運動を実施中です。

。飲酒運転は重大な事故を引き起こす要因になるので、絶対にしないでください。

O年末は忘年会なと官酒の機会が多くなるので、 家庭や職場で飲酒運転を「しな

い、させない、見逃さないことJを徹底してください。

また、 自転車の突通事故も多発しています。夕暮れ時、自転車や草は早めにラ

イトを点灯し、夜間の歩行時や自転車利用聞には、明るし、服装や反射材などを活

用し、安全意識を高めましよう。

みなさん一人ひとり力咳通ルールとマナーを守り、突通安全を心がけましよう。

重点目標 飲酒運転の追放と悪質・ 危険な運転の防止

高齢者の突通事故防止

歩行中と自転車乗車中の突通事故防止

圏 実通整備泉・ 内線330

宇佐冬の交漣安全運動実施中!議
』
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麻
し
ん
・
風
し
ん
の

定
期
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
M

∞
年
4
月
1
日
か
ら
は
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
2

回
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
対
象
年
齢
も
変
わ
り
、

2

歳
以
上
は
任
意
接
種
(
自
己
負
担
)

に
な
り
ま
す
。

.. -
改正後 改正前

ワクチン 麻しん風しん還合ワクチン
麻しんワクチン(単抗原ワクチン)
風しんワクチン(単抗原ワクチン)

園教 2固篠種(1湖、 2期) 各1圃接種

1期…生後12カ月から
生後24カ月未満 生後12カ月から生後90カ月未灘

対象年M2期…5歳以上7歳未 (標準的接種は生後12カ月から生
満で小学校就学前 (3月後15カ月)
31日)1年間にある者

.. 
" 

窃(7) 2005.12.16 
。， 

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
)
は
公
費
負
担
で

で
き
ま
す
。

※
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場

合
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

①
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
み
接
種
し
た

か
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
可
能
で
す
。

②
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
み
接
種
し
た

か
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
可
能
で
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1

1
2
6
 

空
き
巣
や
ひ
っ
た
く
り
に

ご
注
意
を
1

最
近
、
我
孫
子
警
察
署
管
内
で
は
、

外
出
中
の
家
屋
を
ね
ら
っ
た
空
き
巣

事
件
、
駐
車
中
の
寧
を
荒
ら
す
寧
上

ね
ら
い
事
件
、
自
転
車
の
盗
難
事
件
、

ひ
っ
た
く
り
事
件
な
ど
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
事
項

。
空
き
巣
に
あ
わ
な
い
た
め
に
:・出

か
け
る
と
き
は
、
必
ず
戸
締
ま
り
を

し

ん

ご

慎
吾
ち
ゃん

者
か
じ
ま

岡
島

(
布
佐
平
和
台
・

1
歳
4
カ
月
)

ア
ン
パ
ン
マ
ン
ガ
大
路
ぎ
な
慎

吾
は
、
い
つ
も
健
太
郎
あ
兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
<
遊
ん
で
い
ま
ザ
。

す
る
。
ま
た
、
近
所
に
ひ
と
声
か
け

る
。
で
き
る
だ
け
複
数
の
カ
ギ
を
つ

け
る

(
1
つ
よ
り
も
2
つ
)
。

。
寧
上
ね
ら
い
に
遭
わ
な
い
た
め
に

:
・
駐
車
す
る
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す

る
。
車
内
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
。

盗
難
防
止
器
具
を
つ
け
る
。

。
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
に
:・

駐
輸
す
る
と
き
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か

け
る
。
で
き
る
だ
け
複
数
の
カ
ギ
を

つ
け
る
。

。
ひ
っ
た
く
り
に
遭
わ
な
い
た
め
に

;
自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
か

ご
に
防
犯
ネ
ッ
ト
を
つ
け
る
。
バ
ッ

グ
を
所
持
し
て
歩
く
と
き
に
は
、
車

道
の
反
対
側
に
も
つ
。
シ
ョ
ル
ダ
ー

バ
ッ
グ
を
肩
に
か
け
て
歩
く
と
き
は
、

た
す
き
が
け
に
す
る
。

圃
我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2
・
0

1
1
0
 

外
国
人
の
不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
を

「短
期
滞
在
」
な
ど
の
在
留
資
格

で
の
労
働
や
不
法
滞
在
者
の
労
働
、

法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
不
法
就

労
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
を
車
っ
と
き
は
、
必
ず
パ

ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人
登
録
証
明
書
な

ど
を
見
て
在
留
資
格
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

雇
用
で
き
な
い
外
国
人

不
法
入
国
者
、
不
法
上
陸
者
、
在
留

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 5昭/2

水質環境基準 (C0 D値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12 r昭/~年平均目標COD値

平成17年11月手、賀月平均COD値 5.2略/2採水場所: 沼公園沖

平成16年11月、月平均COD値
6.8 rrg /2 

採水場所:手賀沼公園沖
期
聞
が
超
過
し
た
外
国
人
、
在
留
資

格
が
短
期
滞
在
・
留
学
・
就
学
・
文

化
活
動
・
家
族
滞
在
(
た
だ
し
、
資

格
外
活
動
の
許
可
に
よ
り
就
労
が
認

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)
、
外

国
人
登
録
証
明
書
の

「在
留
の
資
格

・
在
留
期
限
」
欄
に
。
在
留
の
資
格

な
し
。
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

外
国
人
を
雇
っ
た
場
合
や
、
そ
の
雇

用
を
あ
っ
せ
ん
し
た
者
な
ど
は
、

3

年
以
下
の
懲
役
か
2
0
0
万
円
以
下

の
罰
金
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

圃
我
孫
子
警
警
署
宮
7
1
8
2
・
0

1
1
0
 

あ
な
た
の
そ
の
音
大
丈
夫
?

最
近
、
近
隣
騒
音
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
や
苦
情
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
や
ス
テ
レ
オ
な
ど
の
楽
器

音
、
エ
ア
コ
ン
や
洗
濯
機
な
ど
の
一

般
家
庭
か
ら
生
じ
る
騒
音
が
、
ま
わ

り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と

ご
ろ

も
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、
近
所
づ
き
あ
い
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
お
互
い
の
ち
ょ
っ

と
し
た
気
遣
い
や
気
配
り
が
静
か
さ

を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

ま
た
拡
声
器
を
利
用
し
た
商
業
宣

伝
放
送
、
深
夜
の
カ
ラ
オ
ケ
の
場
合

は
、
経
営
者
が
と
な
り
近
所
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

圃
手
賀
沼
謀

・
内
線
5
6
9

このコーナーに掲離を希望する方は、

広報掲麓依頼書(市役所広報室に用意

または我菰子市のホームページからダ

ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲輯希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。

掲離する内容はイペント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者聞

で行うようお願いします。

圃広報室tt7185-1269 

-v 
講
演
・
催
し

V
年
金
の
は
な
し

ロ
月
口
日
回
目

時
i
u時
。
市
民
会
館
。

「わ
た
し

た
ち
の
年
金
は
ど
う
な
る
の
」、

講

師
・
横
田
瑞
夫
さ
ん
(
社
労
士
)

0

4
0
0
円
。
あ
ぴ
こ
雑
学
ね
っ
と
・

都
筑
宮
7
1
8
4
・
5
4
6
4

V
5
周
年
記
念
絵
画
展

1
月
5
日

同
5
2
日
出

(
9
日
嗣
・
凶
日
側
休

み
)
叩
時
i
U時
(
最
終
日
時
時
ま

で
)
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芙
蓉
(
布
佐
)
。

出
品
作
家
同
人
、
油
彩
、
水
彩
、
日

本
画
ほ
か
。
無
料
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芙

蓉
宮
7
1
0
6
・
1
3
6
9

V
中
高
齢
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

1
月
幻
自
国
か
ら
毎
週
出
・
岡
山
時

s
u時
、
日
時

5
日
時
(
全
日
回
)
。

デ
ィ
ヘ
ル
プ
作
業
所
。
回
歳
以
上
の

初
心
者
、
先
着
お
人
。

7
0
0
0
円

(
叩
回
分
、
教
科
書
代
含
む
)
。
山

田
宮
7
1
8
9
・
1
4
7
7

|市内交通(人身)事故発生件数 l
(我孫子警察署管内・iI月~Itl日現在!II
11月の発生件数 52件
今年の発生件数(1月-)573件
前年同期比 ー23件

11月の死者数 0人
今年の死者数 8人
前年同期比 +6人
11月の負傷者数 60人
今年の負傷者数 700人
前年同期比 ー59人

※
経
過
措
置
と
し
て
、
侃
年
4
月
1

日
以
降
、
次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、

1
歳
児
へ
の
単
抗

原
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
か

命

wgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

堀
内
海
月
ち
ゃ
ん

(泉
・

1
歳
4
カ
月
)

裏
山
田
一
蹴
で
括
き
嫌
い
も
な
く

何
で
も
あ
む
あ
む
!
寝
な
が
ら
で

も
禽
べ
て
い
ま
す
・.• 

公共施設利用の活動let、優先的に

湯所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

V
ス
ト
レ
ッ
チ
&
健
廉
呼
吸
体
操

毎
週
ω
w
m時
日
分
i
。
湖
北
台
東
小

地
域
究
義
室
。
ご
一
緒
に
明
る
く

前
向
き
に
健
康
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か
。

⑨
2
5
0
0
円
、
体
験
無
料
。
大
木

宮

7
1
8
7
・
1
9
3
4

V
第
9
回
千
葉
県
生
涯
大
学
校
江
戸

川
校
舎
「
陶
芸
専
攻
科
1
年
・

2
年

目
的
名
作
品
展
」

1
月
四
日
同
i
n

日
岡
山
時
i
m時
。
柏
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
柏
高
島
屋
S
館
8
階
)
。
無

料
。
山
中
宮
7
1
8
6
・
1
0
5
0

会
員
・
仲
間
募
集

V
押
花
教
室
花
て
ま
り
毎
月
第

3
倒
ロ
時
i
u時
。
ア
ピ
ス
タ
。
好

き
な
お
花
を
押
花
に
し
て
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
簡
単
に

出
来
ま
す
。
⑨
2
3
0
0
円
、
材
料

費
実
費
。
鈴
木
古
7
1
8
3
・
2
4

6
5
 

V
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
l
「
基
礎
と
ク
ラ

フ
ト
」

1
月
か
ら
毎
月
2
因
。
テ

ラ
ス
あ
ぴ
こ
(
八
坂
神
社
隣
り
)
。
ご

自
分
で
作
成
し
た
パ
ス
ソ
ル
ト
、
ア

ロ
マ
ス
プ
レ
ー
等
毎
回
お
持
ち
帰
り
。

⑨
3
0
0
0
円
(
材
料
費
別
)
。
山
崎

宮

0
9
0
・
2
9
0
4
・
3
8
6
5

V
芸
術
サ
ー
ク
ル

「
芸
術
紀
行
」

写
真
、
絵
画
、
音
楽
、
文
芸
な
ど
芸

術
家
や
芸
術
を
趣
味
と
す
る
者
が
集

ま
り
展
示
会
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

月
3
0
0
円。

※
詳
し
く
は

F
R旬
、
¥毛
毛
毛
-mo0

2
5・V
¥ロ島

3釦

E
へ。

特別賞・農業まつり大賞受賞者 ※受賞者はいずれも敬称略

農産物共進会で10品目に特別賞 特別賞 品目 受賞者

11月12日にアビスタ工ントランス広場で、 自
千葉県知事賞 ほうれんそう 山田渡(青山)

我孫子市長賞 かぷ 渋奇和夫(根戸)
慢の農作物の出来ばえを競う「農産物共進会J 関東農政局千葉農政事務所所長賞 玄米 日暮正昭(久寺家)
が第24回我諌子市農業まつり(我諌子市農業青 東葛飾農林振興センター所長賞 卜マ卜 松下嘉一(岡発戸新田)
壮年会議主催)の中で行われました。 我孫子市農業委員会会長賞 ブ口ッコリー 古川鉄夫(岡発戸)
秋冬野菜、果物、玄米など132点の中から、 9 東葛農業共済組合組合長理事賞 やつがしら 寺田淳次(根戸)

品目が特別賞、 1品目が一般消費者の人気投票 東葛ふたti.農業協同組合代表理事組合長賞 レタス 高田幸雄(新木)

による第24回農業まつり大賞を受賞しました。 我孫子市植物防疫協会会長賞 栗 鈴木詰(根戸)

また、岡崎に開催した「家庭菜園等の野菜品 我孫子市農業青壮年会議会長賞 大根 鈴木諒昭(根戸)

評会Jでは、出品された30点の作物のうち4点 第24回農業まつり大賞 白菜 古川鉄夫(岡発戸)

が優秀賞を受賞し、重さを競う「聖護院大根コ 家庭菜園等の野菜品評会受賞者 聖護院大根コンテスト

ンテストJでは上位3人の方が入賞されました。 受賞品目 受賞者 順位 受賞者 記録

‘ζ廷と主4島
冬瓜 宮沢晃 1位 久保田晃 3.1倣g

ブ口ッコリー 久保田晃 2位 山田義孝 3.倒<g

チンゲンサイ 中井ゆみ子 3位 五十嵐力 2.92kg 
ねぎ 原嶋彩子

不
周
回
目
情
報

H
語
り
ま
す
"

。
有
料
で

申
浴
室
暖
房一
乾
燥
機

:
・
山
口
宮
7
1
8
3
・
1
9
7
8

0
無
料
で

申
お
繊
様
(
八
段
式
)
、

五
月
人
形
・:
浅
尾
宮
7
1
8
3
・

1
7
0
1

申
羊
毛
掛
け
布
団
:
・

松
崎
君
7
1
4
9
・
4
9
3
6

事
洋
服
ダ
ン
ス

(
2
構
)
:
望
月

E
7
1
8
3
・
9
5
8
3

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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11月13日間、利根川ゅうゅう公園で、体験乗

馬会(市後援)が行われました。

これは、多くの人たちに乗馬の楽しさを体験

してもらおうと、 NPO法人千葉県ヒューマン

セラピー協会が毎月第2日曜日に行っているも

ので、子どもも、障害のある方や高齢の方も、

誰でも参加できます。介助が必要な場合は、ス

タッフが同乗するなどのサポートも行います。

同協会の粛藤さんは 「馬は温かく、触れているだけで心がリラックスしますし、障害のある

方が馬に乗ると、馬の歩くリズムが脳の神経を刺激して機能回復を促すと注目されています。

広々 とした公園での乗馬をぜひ体験していただきたいですねJと語っていました。
体験乗馬会は毎月第2日曜日午前10聞から午後3閏(小雨実施)、 費用500円(保険料含む)、

申し込み不要。問い合わせは同協会tt0476-36・1717ヘ。

乗
馬
の
楽
し
さ
を
体
験

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
で
乗
馬
会

-ー-
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で

9
人
が
表
彰

碓
田
も
も
さ
ん
東
京
国
税
局
長
賞
も
受
賞

日
月
日
日
、

「税
に
つ
い
て
の

作
茎
募
集
に
応
募
し
た
市
内
中

学
生
9
人
が
、
柏
税
務
署
管
内
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
募
集
は
、
中
学
生
に

税
金
の
し
く
み
や
、
日
常
生
活
と

税
金
と
の
か
か
わ
り
な
ど
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
全
国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

柏
税
務
署
管
内
で
は
、
ぬ
校
4
5

3
9
編
(
市
内
か
ら
は
6
校
6
3
8

編
)
の
応
募
が
あ
り
、

3
人
が
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
最
優
秀
賞
と
、

9

人
が
同
連
合
会
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
(
下
記
参
照
)

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
3
人
の
作

文
は
、
全
国
・
千
葉
県
で
も
表
彰
さ

れ
、
碓
田
も
も
さ
ん
は
東
京
国
税
局

長
賞
、
成
嶋
良
太
さ
ん
は
全
国
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
、
海
老
原

靖
之
さ
ん
は
、
千
葉
県
納
税
貯
蓄
組

アームレスリング世界大会で金メダル

合
総
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。碓

田
さ
ん
は
、

「
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
い
て
と
て
も
驚
い
て

い
ま
す
。
税
の
こ
と
を
知
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

柏
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
最
優
秀
賞

碓
田
も
も
さ
ん
(
白
山
中
)

成
嶋
良
太
さ
ん
(
湖
北
中
)

海
老
原
靖
之
さ
ん
(
湖
北
台
中
)

同
連
合
会
優
勢
賞

相
津
優
香
さ
ん
(
我
孫
子
中
)

鈴
木
麻
美
さ
ん
(
久
寺
家
中
)

富
川
景
子
さ
ん
(
布
佐
中
)

永
田
葵
さ
ん
(
白
山
中
)

松
岡
明
星
さ
ん
(
布
佐
中
)

吉
原
綾
乃
さ
ん
(
久
寺
家
中
)

圃
収
税
課
・
内
線
3
4
2

中峠在住の鈴木教之さん

10月29日.30日
の両日、栃木県宇都

宮市で聞かれた第

26固WAF世界ア

ームレスリング選手

権で、中峠在住の鈴

木教之さん(写真右)

が、 57kg離のレフ
トハンドの部で優勝、ライトハンドの部で2位の成績をおさめました。

鈴木さんは、 6月に開催された全日本大会で、同階級のレフトハンドとラ

イトハンドの部でともに2位の成績をおさめ、世界大会の出場権を獲得。

「世界大会には初めての参加です。各国の強豪選手が集まるこの大会で優勝

することができ、とてもうれしい。アームレスリングを始めて10年になりま
すが、このスポーツが多くの皆さんに親しまれ、広がっていってほしいJと

語っていました。

05年度の全国社会福祉大会で、我頚子在住の結城玲子さん(写真左)と布佐
酉町在住の板橋清司さん(写真右)が厚生労働大臣表彰を受けました。

この大会は、長年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方を表彰するも

ので、結城さんは民生委員・児童委員としての活動を、板橋さんは社会福祉

事業団体役員などの活動を認められたものです。

11月28日に市長を表敬訪問し、結城さんは 「委員全員の活動の積み重ねが

あったればこその受賞。皆と喜びを分かちあいたいJ、板橋さんは 「今後も福

祉活動を通じて社会に貢献できるよう精進したいJと語っていました。

郎
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

結
城
さ
ん
と
板
橋
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

伺
噌

選

親

子

し

て

寡

黙

の

庭

師

冬

構

川

上

進

也

擁

旦

務

持

管

内

霊

童

家

の

土

問

探

し

永

井

富

久

1
内

賜
一
声
蝦
痕
な
き
空
を
広
げ
け
り
脅
山
陽
子

竹

靴

の

払

上

手

に

締

ベ

七

五

三

嘉

戸

健

治

一

陣

の

秋

風

に

鷺

よ

ろ

と

舞

ふ

石

神

愛

子

数
へ
日
の
老
髭
紛
ら
れ
つ
眠
り
こ
け
音
田
冬
径

小
春
日
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
買
い
き
た
り

下

田

繁

樹

壁
谷
千
鶴
子

文芸だより

櫓
田
山
や
筑
一
液
大
き
く
見
ゆ
る
朝

ナーです。締め切りは、毎月~日(必目
着)。ハガキで1人1作に限ります。 目
応募先 〒 wïl・~市役所広報室目
(住所省略可)ヘ 目
なお、 f青少年(18歳以下)の部.

の作品(俳句・短歌)も募集してい 目
ます。青少年の部ヘ応募する方は、 目

ず

、

だ

う

く

ら

百
年
の
記
憶
を
ひ
め
て
隊
道
は
ほ
か
り
と
昏
き
口
ひ
ら
き
を
り
石
河
和
子

{評
}

百
年
前
に
斜
た
れ
た
膨
蹴
は
現
存
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
域
み
に
表
現
し
得
た
一
首
。

切
り
口
を
鋭
く
そ
ろ
へ
薪
積
ま
る
海
沿
ひ
に
し
て
佐
渡
の
裏
町
津
村
阿
呈

{評
}

写
真
か
絵
画
の
優
れ
た
構
図
を
見
る
思
い
。
積
ま
れ
た
薪
の
切
り
口
に
焦
点
を
絞
っ
た
。

お
く
く
じ

先
客
は
繁
一
枚
た
だ
よ
ひ
で
お
湯
と
た
は
む
る
奥
久
慈
の
朝

i
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
慌
を
た
よ
り
に
パ
ス
旅
行
腰
痛
な
だ
め
菊
花
展
み
る

聞

書

し

ん

e
Tう
せ

ん

だ

っ

i
札
所
め
ぐ
り
唱
ふ
る
心
経
ヤ
つ
や
く
に
三
番
に
し
て
先
違
に
和
す

!

好

国
の
た
め
犠
牲
と
な
り
し
ひ
め
ゆ
り
の
ひ
衰
の
顔
み
な
幼
な
か
り

司

『

ピ

I
ピ
I
と
完
了
告
げ
る
家
電
ら
の
音
は
い
づ
こ
や
重
い
腰
上
ぐ

鰭

槻

犬
九
歳
入
聞
な
れ
ば
わ
れ
怖
が
に
ま
た
ま
き
な
は
深
し

くれ実る い道楽ラ
切ま際と 柚|ま端部プ十
れせにい 香 乏 し で の 月
込んはう 菊 き た ユ わ 中
み。柚のの。ウき句
、葉ので 名 ガのに

地は答つは ギ湿
下薄りけ、 ク地我
茎くはι ら柚 芋 が帯孫
を、殆主れの 花を子
伸羽ど~ま香 を訪ゴ
ぱ状感しり つれ Jレ
しにじたカf けるフ
て深らがす でと倶ク

旦@w苧タ
(柚香菊)

渡

辺

正

夫

小

出

礼

子

川

上

進

也

奥

理

吏

江

小

林

光

江

渡
辺
詔
子

増
え
ま
す
。
花
は
震
予
呼
ば
れ
、

小
さ
な
花
が
多
数
、
時
に
集
ま
っ
た

も
の
で
す
。
外
側
を
取
り
巻
く
花
は

ぜ

っ

巴

占

う

か

か

ん

巴

よ

為

品

舌
状
花
で
白
く
、
中
心
部
は
管
状
花

で
黄
色
で
す
。
タ
ン
ポ
ポ
は
察

T

呼
ば
れ
る
毛
を
広
げ
、
種
子
を
風
に

乗
せ
て
散
布
し
ま
す
が
、
ユ
ウ
ガ
ギ

ク
の
冠
毛
は
ご
く
短
く
、
落
下
傘
方

式
の
散
布
は
で
き
ま
せ
ん
。

ユ
ウ
ガ
ギ
ク
は
ヨ
メ
ナ
や
ノ
コ
ン

ギ
ク
な
ど
と
と
も
に
、
野
菊
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
伊
藤
左
千
夫
の
小
説

「野
菊
の
墓
」
で
は
、
主
人
公
の
政

夫
が
、
愛
す
る
民
子
に

「民
さ
ん
は

野
菊
の
よ
A
J
な
人
だ
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
小
説
の
野
菊
は
ど
れ
だ
か
特
定

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
も

候
補
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

日100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大豆イ ンクを使用しています。


